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2015年度上期（4～9月）、

延べ3万人の社員が、

地域・社会共生活動を行いました。

※「こらぼら」とは、“コラボレーション”と“ボランティア”をかけ合わせた造語です。

よりよい社会をつくるため、
地域の皆さまと共に活動しています

■当社は、地域のために活動を行うＮＰＯやボランティア団体と
連携し、地域の方々と協働でボランティアを行い、地域の課題解決
につなげていく　　　　　 を展開しています。

■2015年度は、九州各地の20の団体（予定）と協働し、地域
環境保全や次世代層育成などの活動を進めています。
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①「小倉祇園太鼓」への参加【北九州】
②佐賀城の鯱の門清掃活動【佐賀】
③きゅうでん米づくりプロジェクト【福岡】
④平治岳の希少植物（ミヤマキリシマ）保護と登山道整備【大分】
⑤「五島長崎国際トライアスロン大会」のボランティア【長崎】
⑥国宝青井阿蘇神社配線診断【熊本】
⑦地域に開かれた学校づくりのお手伝い(都城市立高城中学校)【宮崎】
⑧「おぎおんさあ（八坂神社祇園祭）」への参加【鹿児島】
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当社社有林を活用した環境教育

　当社は、大分県を中心に4,447ヘクタール(福岡ヤフオクドーム
約630個分)の社有林を保有しています。この豊かな自然環境を
活用し、グループ会社の九州林産㈱等と協力しながら、体験型
の環境教育を行っています。
　「林業体験」では、子どもたちが森を守るために必要な間伐や
枝打ち、植樹などを行います。また、「森林散策」では、大分県の
「次世代の大分森林づくりモデル林」に指定された森の見学や、
様々な植物を観察します。さらに、社有林の間伐材を活用し、

えんぴつや木の黒板をつくる
「森の工作」など、さまざまな
プログラムを通じ、環境への
気づきにつながる活動を行って
います。

世界遺産「三池炭鉱専用鉄道敷跡」の
草刈・清掃ボランティア活動

　福岡県と熊本県の県境にある「三池炭鉱専用鉄道敷跡」
は、2015年７月に世界遺産に登録されました。この貴重な
風景を守り、次の世代に遺していくため、ＮＰＯ法人大牟田・
荒尾炭鉱のまちファンクラブと協働で、草刈と清掃活動を

行いました。
　当日は、当社社員とその
家族、当社の呼びかけで
集まった大学生など約40名が
参加。鉄道敷上空に送電線
が延びる珍しい景色のもと、
作業を行いました。
　また、ＮＰＯの方から鉄道
敷に関するエピソードを
お話いただいたり、炭鉱施設
の万田坑を見学したりする
など、炭鉱の歴史を感じて
いただきました。

子どもたちの環境教育の
お手伝いをしています。

　当社は、地域の皆さまとともに行う植樹や河川・海岸の清掃活動など、さまざまな環境
保全活動に取り組んでいます。
　今回、環境保全に加え、九州の未来を担う子どもたちを対象に、森の大切さや環境保全
の重要性を感じてもらえるよう、「知って、実際にやってみる」という講座＋体験の環境教育
プログラムを新たにスタートさせました。
　参加してくれた子どもたちは、たくさんの生き物が住む豊かな森での活動を元気に学んで
くれました。実施後のアンケートの「知ることができて良かった！」「初めての体験で、楽しく学ぶ
ことができた♪」という声は、この活動を続ける私たちの自信にもつながっています。
　今後も、たくさんの子どもたちがこの森を訪れ、森にふれ、森の大切さを感じてもらえる
よう、精一杯取り組んでいきます。

社員の

思い

地域共生本部　地域共生グループ 福島 香世
ふく しま  か    よ

当社グループの人材やノウハウを活用し、
環境教育活動やボランティア活動に取り組んでいます。

「林業体験」の様子

「森林散策」の様子 「森の工作」の様子 万田坑の見学

鉄道敷跡清掃活動
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